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はじめに 

 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により、平成20年

４月から、各教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状

況について学識経験者の知見を活用して自己点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することとされました。  

この報告書は、同法の規定に基づき、島田市教育委員会が行った点検評価の

結果をまとめたものです。 

島田市教育委員会の点検・評価に係る特徴は、外部評価の結果をより迅速に

次年度の事務の管理及び運営に活かせるよう、年度半ばの12月の時点で、当該

年度の施策ならびに事業の進捗状況・課題について評価している点にあります。

年度終了後の点検・評価では、その結果を生かすまで組織運営上さらに一年余

を要することを鑑みれば、すみやかに次年度に活かせる評価のしくみは、先進

的な取り組みといえます。 

 教育委員会としては、これまでも本市の教育の発展のために様々な事業に着

手し、その結果等を踏まえて、事業の見直しや修正を行ない、改善を重ねてき

たところですが、なお一層「行動する教育委員会」として市民の皆様に信頼さ

れる教育行政を推進してまいります。また、学校現場におきましては「心を育

てること」を教育方針の柱に据え、具現化できるよう努めてまいります。 

 

 

   平成２４年２月 

 

 

                島田市教育委員長  染 谷 絹 代 
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Ⅰ 教育委員会に関する事務の点検・評価の概要 

１ 評価の実施方法 

  (1) 点検・評価の対象 

   平成 23 年度に実施している事業のうち、教育委員会の所管事務（島田市教育委員会

の権限に属する事務の補助執行に関する規程（平成 17 年度教育委員会訓令甲１号）第

２条に掲げる補助執行事務を含む。）について、主要な 20 事業を選定しました。 

  

 (2) 点検・評価の観点 

   対象事務事業の効果を把握し、その目的又は目標に照らし、投入したコストに対し

て、実績や成果を、有効性、必要性、効率性、公平性の観点から、客観的な評価を行

った上で、事業の課題について総括しました。 

 

  (3) 点検・評価の主体及び方法 

   教育委員会が事務事業評価シートにより自己評価を実施するとともに、学識経験者

である下記の外部評価委員が教育委員会の評価を踏まえて意見を記載しました。 

    ＜外部評価委員＞  

小田島 潔 元矢崎総業㈱専務取締役 

 太田 末廣 元島田市教育委員会教育部長 

 

２ 点検・評価結果の概要 

  (1) 有効性（達成度） 

   有効性（達成度）については、３つの事業で「Ａ期待を上回る」、1７の事業で「Ｂ 概

ね期待どおり」の成果があると認められました。なお、教育委員会による有効性（達

成度）の評価の内訳は次のとおりです。（表１） 

 

(2) 評価を踏まえた課題への取組み 

それぞれの事業に対するニーズは、16 事業が増加する傾向にあると評価し、また、

市の関与に関しては、10 事業において 24 年度以降何らかの改善を行なうこととして

いる。 

効率性や公平性においても、今年度中に５事業の改善を予定している。24 年度以降

は 10 事業以上が何らかの改善を行なう余地があると評価している。 

 

(3) 各事業における点検・評価結果 

   別添の事務事業評価シートのとおりです。 
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表１  事務事業評価シート集計 

 

１．有効性 

区 分 

Ａ 

（期待を上回る） 

Ｂ 

（概ね期待どおり） 

Ｃ 

（期待を下回る） 

Ｄ 

（成果が少なく向

上の見込みなし） 

事務事業数 ３ １７ ０ ０ 

 

２．必要性（ニーズ） 

区 分 増 加 横ばい 減 少 かなり減少 

事務事業数 １６ ４ ０ ０ 

 

３．必要性（市の関与） 

区 分 余地なし 当面余地なし 

余地あり 

（H23 に改善） 

余地あり 

（H24 に改善） 

事務事業数 ２ ８ ０ １０ 

 

４．効率性 

区 分 余地なし 当面余地なし 

余地あり 

（H23 に改善） 

余地あり 

（H24 に改善） 

事務事業数 ０ ６ ４ １０ 

 

５．公平性 

区 分 余地なし 当面余地なし 

余地あり 

（H23 に改善） 

余地あり 

（H24 に改善） 

事務事業数 ２ ６ １ １１ 
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Ⅱ 事務事業評価シートの見方 

 

１ 事務事業評価シートの種類 

   事務事業評価シートは２種類あり、投資的な事業については様式２を利用し、その

他の事務事業については様式 1 を利用しています。 

様式１ 事務事業評価シート 投資的な事業以外の事業 

様式２ 事務事業評価シート 投資的な事業 

 

２ 事務事業の評価者 

   事務事業を担当する課(館)の長が事務事業評価シートを作成、教育委員会(教育委

員)が定例会において自己評価を実施し、その内容について、外部評価委員の御意見を

いただき評価としました。 

 

３ 事務事業のコスト 

(1) 様式１ 事務事業評価シート 

最終予算額 

決 算 額 

各年度における決算額を千円単位で記入しています。ただし、23

年度は、現在の予算額としています。 

概算人件費 事務事業の実施に、どの程度の職員数及び人件費を費やしている

か、次の平均単価に職員数を乗じて、概算人件費を算出しています。 

（平均人件費単価）（平均人件費単価）（平均人件費単価）（平均人件費単価）    

当該年度の教育費予算で支出した職員の給料、手当て、共済費の計の一人

当たりの平均単価です。ただし、23 年度は予算額です。 

21 年度 7,240 千円、22 年度 7,434 千円、23 年度 7,497 千円 

職 員 数 該当する事務事業に従事した職員数又は業務の割合を記入してい

ます。ただし、管理職の人数は、按分して加えてはいません。 

概算事業費 決算額に概算人件費を加えて算出しています。 

22 年度の主な

歳出節別内訳 

事業を構成する節の名称とその金額について、23 年度予算額を対

象に記載しています。 

 

(2) 様式２ 事務事業評価シート（投資的な事業） 

最終予算額 

決 算 額 

各年度における決算額を千円単位で記入しています。ただし、23

年度は、現在の予算額としています。 

財 源 内 訳 決算額（23 年度は予算額）の財源の内訳を示しています。 

 

４ 実績と成果 

(1) 様式１ 事務事業評価シート 

事業の実績 

（アウトプット） 

予算・人員を投入した結果、どれだけの事業を実施することがで

きたか、最も反映できる代表的な指標を数値で表しています。 

事業の成果 

（アウトカム） 

目的（目標とすべき姿）が達成されたか把握できるように、事業

の実施によりもたらされた直接の成果について、可能な限り数値

で表しています。 
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左記以外の 23 年

度の実績・成果 

事業の実績・成果を数値で表すことができないものなどは、事業

の実績を通じてもたらされた具体的な効果について、23 年度に

おける状況を記載しています。 

 

５ 事務事業評価の判断基準 

視 点 区 分 基  準 

有

効

性 

期待された成

果（アウトカ

ム）は得られた

か 

Ａ 期待を上回る 

①目指すべき姿と事業の成果を比較し、

当初の目的が達成されているか。 

②目標値が設定されている場合は、目標 

値に対する達成率により、原則として

以下の基準で判断する。 

  Ａ：達成率 100%超 

  Ｂ：達成率 75%超 100%以下 

  Ｃ：達成率 75%以下 

  Ｄ：達成率 75%以下でかつ今後も向

上の見込みなし 

③目標値が設定されていない場合は、以

下の状況等も勘案し、上記に準じて判

定する。 

 ・アウトプット・アウトカム指標は良

い方向に向かっているか。 

 ・県内都市と比較して上位にあるか。 

Ｂ 概ね期待どおり 

Ｃ 期待を下回る 

Ｄ 

成果が少なく向

上の見込みなし 

必

要

性 

H20総合計画ア

ンケート調査

結果 

平成 20 年度総合計画アンケート調査の施策項目に当該事業を体

系付けすることができる場合に、調査結果（重要度・満足度の平

均との比較）を記入しています。 

事業のニーズに

変化があるか 

（事業実施後の

ニーズの変化） 

増加 最近の事業を取り巻く状況（法制度の

改正、社会的ニーズの変化、経済情勢

の変化等）からみて、事業実施後のニ

ーズに変化があるか。 

横ばい 

減少 

かなり減少 

市の関与を見直

す余地はないか

（市が関与する

範囲は適切か） 

余地なし 市が関与する範囲は適切か、見直す余

地はないか。 

市の関与の度合いを縮小し、民間に移

行することは可能か。 

当面は余地なし 

余地あり（H23 に改善） 

余地あり（H24 以降改善） 

効

率

性 

効率性を高める

余 地 は な い か

（効率的に実施

できたか） 

余地なし 投入資源（予算・人員）を縮小するこ

とは可能か。 

効率的な執行を工夫できる余地はない

か。 

当面は余地なし 

余地あり（H23 に改善） 

余地あり（H24 以降改善） 

公

平

性 

公平性を見直す

余 地 は な い か

（事業の効果は

公平に配分され

たか） 

余地なし 事業効果が一部に限定されることな

く、全ての対象者・受益者が事業の恩

恵を受けられる制度であるか。 

受益者負担を求めていない。または求

めている状況が適切であるか。 

当面は余地なし 

余地あり（H23 に改善） 

余地あり（H24 以降改善） 

 



Ⅲ　教育委員会事業体系図

※の事業は、評価しない。網掛けの事業は新規及び見直し事業

  

１　教育委員

(1) 教育委員活動

①　教育委員会定例会・臨時会の開催

②　幼稚園、小中学校及び教育関連機関への訪問

③　他団体との懇談会の開催

④　各種研修会への参加

⑤　教育委員会からの情報提供

２　教育総務課

(1) 小中学校運営支援事業

①　小中学校の運営支援、教材・備品等の整備（登録廃棄を含む）事業

②　小中学校のコンピュータ等情報機器の整備・保守事業

④　小中学校の就学援助、就学奨励、通学費等補助業務

③　小中学校の予算編成・予算執行管理業務

⑤　小中学校の環境整備事業

⑥　小中学校の学校事務職員の研修業務

(2) 小中学校施設維持管理事業

①　学校施設の維持管理

②　学校施設の修繕・改修・改築事業

③　学校施設の財産及び台帳の管理業務

④　老朽化した校舎、体育館の計画的な改修

(3) 幼児教育運営支援事業

①　私立幼稚園運営費補助金、就園奨励費補助金の交付

②　五和幼稚園の運営支援業務

※ (4) 教育委員会事務局業務

①　教育委員会の運営、各課の連絡調整業務

②　教育行政の運営方針の作成、規則・訓令の公表、告示業務

③　教育委員会の事務に関する点検・評価資料の作成

④　寄附受納業務

※ (5) 金谷庁舎管理事業

①　金谷庁舎維持管理業務

３　学校教育課

(1) 「豊かでたくましい心」の育成事業

①　がんばり体験、感動体験の重視

②　児童生徒の読書習慣の確立と読書活動の充実

③　個に細かく対応する生徒指導の充実

④　豊かに自然の中での体験活動の提供

(2) 「健康な体」の育成に向けた事業

①　食育指導

②　教員・児童生徒の検診事業

③　体力向上、部活動の推進

(3) 確かな学力育成事業

①　教育方法研究委員会による授業改善事業

②　教科指導員による、５年未満教員の研修事業

③　ＡＬＴや有識者を派遣し、英語活動及び英語教育を推進する事業

④　巡回相談員や臨床心理士の巡回相談により保護者や児童生徒を支援する事業

(4) 学校給食管理運営事業

①　学校給食の提供、食育の推進

②　共同調理場の民間委託業務の推進

③　老朽化した共同調理場の修繕整備、建設推進

４　社会教育課

(1) 社会教育講座開催事業

① 公民館等開催講座

② しまだ楽習センター開催講座

③ 金谷宿大学開催講座

(2) 社会教育施設管理運営事業

①　公民館等管理運営事業

②　しまだ楽習センター管理運営事業



③　野外活動センター山の家管理運営事業

④　山村都市交流センターささま管理運営事業

(3) 子育て支援、家庭教育推進事業

①　家庭教育学級の実施

②　子育て広場の実施

③　いきいき子育て勉強会の開催

④　３歳児を持つ親の講座の開催

⑤　幼児を持つ親の講座の開催

(4) 青少年健全育成事業

①　青少年育成事業の実施

②　放課後子ども教室の開催

③　青少年育成支援センター事業

④　成人式の開催

５　図書館

(1) 図書館サービスの充実事業

①　一般書、児童書等図書館資料の収集

②　レファレンスサービスの提供

③　図書館協議会の開催

④　図書館講座・文学講座・ボランティア講座などの開催

(2) 読書活動推進事業

①　図書館見学の受入れ、勤労体験学習の受入れ

②　一日体験図書館員事業の実施

③　ブックスタート事業及びキッズブック事業の実施

④　おはなし会、おはなしマラソン、おはなし宅急便の開催

⑤　学校図書館支援事業の実施

※ (3) 読書活動推進事業新島田図書館整備事業

①　新島田図書館の整備

②　移転準備作業の実施

６　博物館

(1) 博物館管理運営事業

①　郷土の画家等の作品や歴史文化に関する資料を展示した企画展、本館収蔵品の収蔵

品

　　展などの開催

②　体験学習・イベント、歴史教室などの開催（学校教育支援事業を含む）

③　歴史、芸術、民俗、産業、図書、文献等の収集・保存・活用及び調査研究、学習活動

(2) 文化財保護保存及び活用事業

①　文化財の保護保全事業に対する支援及び文化財保護審議会の開催

②　諏訪原城跡発掘調査及び諏訪原城跡整備基本計画策定委員会の開催

③　市内遺跡の発掘調査及び発掘調査報告書の作成

④　市史編さん調査及び市史編さん委員会の開催

⑤　文化財の学習活動、伝承活動など文化財保護のための啓発活動

７　スポーツ課

(1) スポーツ振興事業

①　スポーツ教室の開催

②　スポーツ施設（学校施設）の開放

③　各種スポーツ大会の開催

④　スポーツ組織への助成

(2) スポーツ施設整備事業

①　スポーツ施設（社会体育施設）の維持管理

②　スポーツ施設の整備

③　田代の郷陸上競技場の整備

８　観光文化課

(1) 自主文化事業・市民文化活動支援事業

①　市民会館、プラザおおるり、金谷生きがいセンター、川根文化センターにおいて自

主

　　文化事業を開催

②　島田市文化協会、市外からの合宿実施者に対する市民文化活動の支援

①　指定管理者による施設運営事業

②　文化施設運営協議会の開催

③　文化施設修繕・改修事業

(2) 文化施設管理運営事業(市民会館・プラザおおるり・金谷生きがいセンター・川根文化センター)


